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アンケートについて

一般の方の問題意識、希望を調査した。

○産科医師の偏在や女性医師増加に対する基幹病院の重点化策について
○アクセス支援のあり方について
○助産所の活用方法への希望

対象： 全国の現在妊娠中もしくは未就学児を持つ女性およびその配偶者

方法： インターネットを通じて選択回答方式。
スマートフォン等からでも回答可能。

期間： ２０１５年１０月１日～２０１５年１０月７日の７日間
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アンケート内容

●質問内容

・住んでいる地域の分娩施設の豊富さについて（意見の地域差解析のため）
・重点化に伴いアクセスに不便が生じる可能性があることについてどう考えるか。
・アクセスが悪い場合に分娩施設の近隣で宿泊待機は仕方ないと思うか。
・アクセスが悪い地域では金銭的なアクセス支援があるべきか。
・その負担は誰がするべきか。（国か、市町村か）
・リスクに応じて分娩場所がある程度規定されることは受け入れられるか。
・近くの開業助産所と遠方の院内助産所、どちらを選ぶか。

●現状についての説明（アンケートの最後に記載）

・産科医の偏在や女性医師の増加、産科医待遇改善のため、ハイリスクを担う基幹
病院のマンパワー重点化が必要ではないかと考えていること。

・重点化、集約化をした場合、ハイリスク対応病院までのアクセスが悪くなる地域が
増える可能性があること。
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●回答数 ３８７件

●回答結果

【1】現在お住まいの地域の分娩施設（病院、診療所あわせて）の状況はどれに相当しますか。
（ ）分娩施設がほぼ選べない（30分圏内に2カ所以下）
（ ）分娩施設の選択が一応できる
（ ）分娩施設はたくさんある。

アンケート結果（全体解析）① N=387 
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アンケート結果（全体解析）② N=387

【2】今後、地域によっては分娩施設（特に病院の産婦人科）
の数が減り、分娩場所が遠くなってしまうのは、分娩の
安全性を維持するために仕方ないことだと思いますか？

（ ）とてもそう思う
（ ）ややそう思う
（ ）あまりそう思わない
（ ）全くそう思わない

【3】もし自分の移動1時間圏内に分娩できる施設がなくなり、
山道や積雪などで分娩施設までのアクセスが悪い場合
（里帰り出産などはできないと仮定して）、出産が近づいたら、
病院の近くの宿泊施設などで待機することは、
仕方ないことだと思いますか？

（ ）とてもそう思う
（ ）ややそう思う
（ ）あまりそう思わない
（ ）全くそう思わない

地域での分娩のニーズはある。

待機宿泊はある程度許容される。 5
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アンケート結果（全体解析）③ N=387

【4】へき地のように分娩施設まで遠い妊婦は、健診の
交通費や宿泊費は補助されるべきだと思いますか？

（ ）とてもそう思う
（ ）ややそう思う
（ ）あまりそう思わない
（ ）全くそう思わない

【5】その際、その費用はどこから出るべきだと思いますか？
（ ）市町村が負担する（その地域の問題はその自治体が解決するべき）
（ ）国の税金（都市部の人もへき地の不便さに対し金銭的な負担をするべき）
（ ）妊婦の自己負担
（ ）その他（ ）

アクセスに対する支援を望む声が多い。

国や自治体のアクセス支援を
希望する声が多い。
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アンケート結果（全体解析）⑤ N=387

【6】地域によっては「あなたはローリスク妊婦なので、開業産婦人科医院（もしくは助産所）で健診や

出産をお願いします。もちろん何かあれば、連携している大きな病院に搬送されます。」というよう
に、最初から大きな病院を選べなくなるかもしれません。それは仕方ないことだと思いますか。
※欧州などでは、通常そのような形態がとられています。

（ ）とてもそう思う
（ ）ややそう思う
（ ）あまりそう思わない
（ ）全くそう思わない

リスクによる分娩施設の制
限はある程度許容される。

搬送時の体制整備強化を希望
する（自由記載より）
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アンケート結果（全体解析）⑥ N=387

【7】助産所には、以下の2種類があります。

□開業助産所（助産師が開設している。分娩時に医師の診察や処置が必要な事態となった時点で
病院へ搬送となる。）

□院内助産所（主に産婦人科を有する病院で助産師が単独で分娩を行っている。医師の診察や処
置が必要になったら、産婦人科医は院内に常駐しているのでその場で対応できる。）

もし、「分娩は助産所で」となった場合、「近くの開業助産所」と「行くのに1時間かかる院内助産所」
のどちらを選びますか。

（ ）近くの開業助産所
（ ）行くのに1時間かかる院内助産所

地域助産所、院内助産所と
もに求められている。

ケアや訪問、健診を希望する
（自由記載より）
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アンケート結果（住んでいるところの分娩施設状況別）①

【住んでいる地域の分娩施設状況により意見に差があるか？】

設問2 設問3 設問4

分娩施設少
(N=83)

分娩施設選択可
(N=216)

分娩施設多
(N=88)

有意差 なし
(p=0.2576)

なし
(p=0.5688)

なし
(p=0.4842)

【設問2～4】
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アンケート結果（住んでいるところの分娩施設状況別）①

【住んでいる地域の分娩施設状況により意見に差があるか？】

・本アンケートのすべての設問に関して、住んでいる地域の分娩施設の状況によって
回答選択に有意な差はなかった。
(GraphPad PRISMⓇを用いてnonparametric解析（Kruskal-Wallis test)にて有意差検定を行った）

設問5 設問6 設問7

分娩施設少
(N=83)

分娩施設選択可
(N=216)

分娩施設多
(N=88)

有意差 なし
(p=0.5614)

なし
(p=0.7382)

なし
(p=0.7454)

【設問5】

【設問6】

【設問7】
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